
1
9
7
3
年
秋
、
先
進
国
は
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

安
全
保
障
問
題
に
直
面
し
た
。
原
油
価
格
が
4
倍
に

な
っ
た
上
、
中
東
諸
国
が
原
油
輸
入
国
を
選
別
す
る

と
宣
言
し
た
か
ら
だ
。
そ
れ
ま
で
、
世
界
は
安
価
な

石
油
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
多
く
を
依
存
し
て
い
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
と
は
、
競
争
力
の
あ
る
価

格
で
安
定
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
調
達
す
る
こ
と
と
理

解
さ
れ
る
が
、
第
1
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
呼
ば
れ

る
原
油
価
格
の
急
激
な
上
昇
と
供
給
不
安
は
、
先
進

国
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
政
策
の
見
直
し
を
迫
っ

た
。
先
進
国
が
取
っ
た
政
策
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

源
の
多
様
化
だ
っ
た
。

　

多
く
の
国
は
、
価
格
が
相
対
的
に
安
く
、
政
治
的

に
安
定
し
て
い
る
北
米
、
豪
州
か
ら
も
輸
出
さ
れ
る

石
炭
の
利
用
を
進
め
た
。さ
ら
に
、原
子
力
の
利
用
も

加
速
し
た
。
1
9
7
3
年
時
点
で
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
4
分
の
3
以
上
を
石
油
に
依
存
し
て
い
た
日
本
も
、

輸
入
石
炭
と
原
子
力
の
本
格
利
用
に
乗
り
出
し
、
そ

の
後
液
化
天
然
ガ
ス（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）へ
多
様
化
を
広
げ
た
。

　

多
様
化
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
に
関
す
る

リ
ス
ク
は
低
減
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
2
0

2
1
年
か
ら
始
ま
っ
た
欧
州
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
は
、

50
年
間
に
わ
た
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
源
の
多
様
化
が

も
た
ら
し
た
新
た
な
リ
ス
ク
を
つ
ま
び
ら
か
に
し
た
。

　

第
1
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
2
0
2
0
年
ま
で

に
世
界
の
化
石
燃
料
貿
易
量
が
2
・
3
倍
に
拡
大
す

る
中
で
、
大
き
く
伸
び
た
の
は
ロ
シ
ア
が
輸
出
市
場

に
お
い
て
大
き
な
シ
ェ
ア
を
持
つ
石
炭
と
天
然
ガ
ス

だ
っ
た（
図
表
1
）。
燃
料
の
多
様
化
を
進
め
た
結
果
、

強
権
国
家
ロ
シ
ア
へ
の
依
存
と
い
う
新
た
な
リ
ス
ク

を
抱
え
た
先
進
国
が
、
い
ま
必
要
と
す
る
安
全
保
障

政
策
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
向
上
と
設
備
の
原
材

料
の
脱
強
権
国
家
だ
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
の
背
景
を
考
え
る

　

ロ
シ
ア
が
2
0
2
1
年
半
ば
か
ら
欧
州
諸
国
向
け

天
然
ガ
ス
供
給
量
を
絞
り
出
し
た
こ
と
か
ら
、
天
然

ガ
ス
価
格
が
高
騰
し
欧
州
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
が
引
き

起
こ
さ
れ
た
。
供
給
削
減
の
戦
略
に
よ
り
ロ
シ
ア
が
、

容
易
に
化
石
燃
料
価
格
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

で
あ
っ
た
こ
と
に
は
2
つ
の
背
景
が
あ
る
。

　

背
景
そ
の
1
は
コ
ロ
ナ
禍
だ
。
2
0
2
0
年
年
初

か
ら
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
世
界
に
広
ま
り
、
多
く
の
国

は
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
強
い
ら
れ
た
。
航
空
機
は
飛
ば

な
く
な
り
、
工
場
の
操
業
も
止
ま
っ
た
。
2
0
2
0

年
の
原
油
需
要
は
落
ち
込
み
、
生
産
量
は
対
前
年
比

9
％
減
と
な
っ
た
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
減
少
は
、
化
石
燃
料
生
産
設

備
へ
の
投
資
減
に
つ
な
が
り
、
2
0
2
1
年
か
ら
の

需
要
回
復
時
に
供
給
量
が
不
足
し
価
格
上
昇
が
始
ま

っ
た
。
こ
の
動
き
に
ロ
シ
ア
が
容
易
に
乗
じ
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
。

　

背
景
そ
の
2
は
、
脱
炭
素
だ
。
2
0
1
5
年
の
パ

リ
協
定
合
意
に
よ
り
、
世
界
は
気
温
上
昇
を
2
度
、

可
能
な
ら
1
・
5
度
に
抑
制
す
る
と
の
目
標
を
設
定

し
た
。
機
関
投
資
家
と
国
際
金
融
機
関
は
、
石
炭
を

筆
頭
に
化
石
燃
料
へ
の
投
融
資
を
抑
制
し
た
。
欧
州

で
は
、
老
朽
化
し
た
石
炭
火
力
発
電
所
の
閉
鎖
が
天

然
ガ
ス
火
力
の
利
用
率
を
高
め
、
天
然
ガ
ス
の
消
費

量
増
と
ロ
シ
ア
へ
の
依
存
度
上
昇
に
結
び
付
い
て
い

50
年
ぶ
り
の
転
機
に
立
つ
エ
ネ
ル
ギ
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安
全
保
障
政
策
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特集 経済安全保障の確保に向けて

っ
た
。
欧
州
内
で
は
域
内
炭
鉱
の
閉
鎖
が
あ
っ
た
た

め
、
輸
入
石
炭
量
は
大
き
く
減
ら
ず
、
や
は
り
ロ
シ

ア
へ
の
依
存
度
増
に
つ
な
が
っ
た
。

深
化
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機

　

天
然
ガ
ス
と
石
炭
輸
入
量
の
約
50
％
、
石
油
輸
入

量
の
約
30
％
を
ロ
シ
ア
に
依
存
し
て
い
た
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）諸
国
は
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
購
入

に
伴
う
代
金
、
す
な
わ
ち
ロ
シ
ア
の
戦
費
、
支
払
い

の
削
減
に
乗
り
出
す
。
一
方
、
ロ
シ
ア
は
Ｅ
Ｕ
が
科

し
た
制
裁
へ
の
報
復
と
し
て
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
主
体

の
輸
送
の
た
め
代
替
が
難
し
い
天
然
ガ
ス
の
供
給
の

削
減
を
急
ぐ
こ
と
で
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
に
音
を
上
げ
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｕ
は
、
供
給
量
の
多
い
ロ
シ
ア
産
天
然
ガ
ス
の

輸
入
全
て
を
す
ぐ
に
停
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

ロ
シ
ア
産
石
炭
を
8
月
10
日
か
ら
輸
入
禁
止
と
し
た
。

石
油
も
年
内
に
原
則
輸
入
禁
止
に
す
る
。
だ
が
、
2

0
2
2
年
第
2
四
半
期
の
Ｅ
Ｕ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入

に
お
け
る
ロ
シ
ア
依
存
度
を
見
る
と
、
石
炭
、
石
油

の
依
存
度
が
あ
ま
り
下
が
っ
て
い
な
い
。

　

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
貿
易
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
シ

ェ
ア
は
、
一
般
炭
20
％
、
原
油
・
石
油
製
品
12
％
、

天
然
ガ
ス
20
％
だ（
図
表
2
）。
む
ろ
ん
、
世
界
一
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
出
国
だ
。
こ
れ
だ
け
の
シ
ェ
ア
を
持

つ
国
か
ら
の
購
入
を
断
ち
切
り
、
代
替
ソ
ー
ス
を
見

つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

中
国
、
イ
ン
ド
が
燃
料
購
入
先
を
ロ
シ
ア
に
切
り

依
存
を
作
り
出
せ
ば
冷
戦
の
緩
和
に
な
る
と
考
え
、

天
然
ガ
ス
貿
易
を
始
め
た
。
安
価
な
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

天
然
ガ
ス
は
ド
イ
ツ
の
産
業
界
の
競
争
力
を
支
え
た
。

し
か
し
、
強
権
国
家
と
の
間
の
相
互
依
存
は
機
能
し

な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

燃
料
の
分
散
を
行
っ
て
も
、
供
給
を
依
存
す
る
国

に
リ
ス
ク
が
あ
れ
ば
、
そ
の
効
果
は
限
定
的
だ
。
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
後
50
年
で
私
た
ち
は
新
し
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
安
全
保
障
を
構
築
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

自
給
率
を
向
上
さ
せ
、
強
権
国
家
と
の
取
引
を
抑
制

す
る
こ
と
が
そ
の
答
え
だ
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
電
化
を
進
め
原
子
力
と
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
を
増
や
す
こ
と
が
必
要

だ
。
さ
ら
に
は
、
非
炭
素
電
源
を
利
用
し
水
の
電
気

分
解
に
よ
り
水
素
を
作
り
、
電
化
が
難
し
い
製
造
業

へ
の
供
給
を
行
う
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。
国
内
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
完
結
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。

　

再
エ
ネ
設
備
の
製
造
に
は
、
原
子
力
プ
ラ
ン
ト
と

は
桁
が
大
き
く
違
う
量
の
原
料
が
必
要
に
な
る
。
そ

の
大
半
は
中
国
が
世
界
に
供
給
し
て
い
る
。
脱
ロ
シ

ア
の
結
果
、
違
う
強
権
国
家
依
存
に
な
っ
て
は
意
味

が
な
い
。
脱
中
国
の
た
め
、
原
料
、
資
材
を
信
頼
で

き
る
国
か
ら
入
手
す
る
体
制
作
り
も
重
要
な
課
題
だ
。

既
に
欧
米
諸
国
は
脱
中
国
の
具
体
策
に
着
手
し
た
。

50
年
前
の
学
び
の
有
効
期
限
は
切
れ
た
よ
う
だ
。

脱
炭
素
の
時
代
に
は
自
給
率
が
重
要
に
な
る
。
原
子

力
と
再
エ
ネ
、
水
素
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
を
作
り
上

げ
た
国
が
次
の
時
代
の
強
国
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
欧

米
諸
国
は
既
に
脱
炭
素
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
原
料
の
自

給
率
向
上
の
た
め
の
中
長
期
戦
略
を
打
ち
出
し
て
い

る
。
日
本
も
戦
略
作
り
を
急
ぐ
必
要
が
あ
る
。

替
え
れ
ば
世
界
の
需

給
バ
ラ
ン
ス
に
変
化

は
な
い
が
、
中
国
、

イ
ン
ド
に
は
ロ
シ
ア

の
供
給
量
に
見
合
う

需
要
量
は
な
い
。
結

局
、
ロ
シ
ア
産
化
石

燃
料
の
輸
出
量
の
一

部
が
世
界
貿
易
か
ら

蒸
発
し
、
石
炭
と
天

然
ガ
ス
価
格
の
大
き

な
上
昇
が
引
き
起
こ

さ
れ
た
。

安
全
保
障

強
化
の
た
め
に

　

旧
西
ド
イ
ツ
政
府

は
、
旧
ソ
連
と
相
互
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図表１　世界の化石燃料輸出量推移
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図表２　世界の化石燃料輸出国とロシア比率

出所：国際エネルギー機関（注）発熱量ベース

出所：石油、天然ガスはBP統計、石炭は国際エネルギー機関
（注）石油と天然ガス（LNGを含む）は2021年、石炭は燃料用一般炭のみ2020年
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